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近年、切り花の需要は一般家庭用の比重が

高まり、産地に対しては日持ちがよく、多種

。多様な切り花の安定供給が求められています

和歌山県の切り花生産は、主としてパイプハ

ウスを利用した冬春作を中心に伸びてきまし

たが、シュッコンカスミソウなど主要品目の

価格低迷が続いており、より収益性の高い新

品目の導入が望まれています。一方、県内の

一部地域ではほ場整備が進み、気象災害を受

けにくい耐候性ハウスが導入されつつありま

す。これらの施設には、周年生産可能で作業性に優れ、かつ高い収益が見込める品目の導

入が求められます。

暖地園芸センターでは、今年度から３カ年計画で、近年需要が高まっているシネンシス

系品種を中心としたデルフィニウムの高品質多収生産技術並びに、耐候性ハウスの利点を

活かした球根切り花の低コスト周年生産技術開発に取り組みます。デルフィニウムでは、

本県に適した肥培管理技術、温度管理技術等を明らかにし、新たな作型を開発して様々な

営農形態への導入をめざします。また、球根切り花では、LAハイブリッド系ユリを中心に

有望品目・品種を選定し、球根養成を兼ねたホームユース用切り花生産作型の開発、球根

の植え付けおよび掘り上げの機械化による省力化を図り、耐候性ハウスの効率的利用と経

営の安定化をめざします。 （園芸部 伊藤吉成）
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・１１月 切り花の品質保持技

術に関する研究会

・平成１７年１月下旬

スターチス品種検討会

・３月上旬 農業技術成果発表会

ホームユースにも適するLAハイブリッド系ユリ


